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１．経歴

2009 年京都大学総合人間学部卒業、2011 年京都大学大学院地球環境学舎地球環境政策論

分野修士課程修了、2016 年京都大学大学院地球環境学舎地球環境政策論分野博士課程修了、

京都大学博士（地球環境学）。学生時代は国内外の NGO、コンサルティングファーム等でイ

ンターンとして勤務。日本学術振興会特別研究員（DC2）、兵庫県立大学淡路緑景観キャンパ

ス客員教員（非常勤）、阪南大学経済学部専任講師、同准教授を経て、2020 年より現職。東

京都地下水対策検討委員会委員、京都市環境審議会委員、宝塚市廃棄物減量等推進審議会委

員等。

専門は環境政策・環境ガバナンス。近年は海洋ごみ問題と地下水保全管理を主な研究対象

とする。2020 年に（一社）加太・友ヶ島環境戦略研究会を設立、代表理事に就任。NPO 法人

環境市民理事、News Picks プロピッカ―。プライベートでは 0 歳と 4 歳の男児の母。

２．現職

大阪府立大学 人間社会システム科学研究科 准教授

３. 著書

単著『日本の地下水政策：地下水ガバナンスの実現に向けて』（京都大学学術出版会、2019
年）で令和 3 年度日本水文・水資源学会学術出版賞受賞。共著として『地下水・湧水の疑問

50』（公益社団法人日本地下水学会編、2020 年、成山堂）、『森林環境 2010』（森林環境研究

会編、2009 年、（財）森林文化協会）など。単著論文として「海洋ごみガバナンスへの挑戦：

ポスト・プラスチック社会を求めて」『ACADEMIA』（183 巻、2021 年）、「地下水行政の歴史

的展開」『地下水学会誌』（60 巻 4 号、2018 年）、「地下水保全に関する法制度的対応の現状：

地下水条例の分析から」『水利科学』（58 巻 2 号、2014 年）など。
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海洋ごみ問題と私たちの未来  大阪府立大学 千葉知世 

 

 

本日の講義の内容です。近年、国内外で高

い関心を集めている「プラスチック汚染」と

はどういう問題なのか。それを改善していく

ために、私たちは何をしていけばいいのか。

そのあたりを皆様と一緒に考えたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 太平洋のど真ん中でも、最深の海でも。プ

ラスチックが見つからない海はもはやない

とさえ言われています。これによって海の生

物たちに様々な影響が出ており、人体への

影響も懸念されるようになっています。 

未解明なこと、不確実なことも多く、何を

どうすべきかについて、はっきりした答えは

ありません。私たち自身が考え、判断し、行

動していかねばなりません。 

 

 

 

 プラスチックは一体どこから出ているので

しょうか？そして、その背景には何があるの

でしょうか。 

 プラスチック問題を考えることは、グロー

バル経済を考えることでもあります。 
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 プラスチック問題は、どこか遠い国の話

ではなく、私たちに最も身近な海にも存在

しています。ここは、大阪湾に位置する、あ

る無人島。私はここを拠点に、大阪湾の海

洋ごみ問題に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 島で回収したごみを、細かく分類してい

き、個数や重量、容積を測ります。どのよ

うなごみが見つかるのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査には、小中学生の子供たち、流域の

企業の方々、行政の方々など、色んな方に

ご参加いただいています。一時的な清掃

（クリーンアップ）を超えて、皆さんに「市民

科学者」となってもらい、データを集めて

います。 

海でごみと出会い直すことで、自分自身

の生活やビジネスを見つめ直す機会にも

なっているようです。プラごみの「蛇口を

閉める」ために、これからも調査と活動を

続けていきます。 

以上は講義の一部抜粋です。 
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